
 

市営住宅の管理業務にかかるサウンディング調査結果概要 

 

 

 北九州市営住宅の管理業務にかかるサウンディング調査の結果を取りまとめ

ましたので、概要を公表します。 

 

１ 調査目的 

 北九州市営住宅の管理は、北九州市住宅供給公社が行っています。 

今回、次期管理手法の参考にするため、市営住宅管理について、民間事業者

に意見を伺いました。 

 

２ 調査結果 

（１）実施期間 ：令和８年８月３日（月）～令和８年９月１１日（金） 

（２）募集方法 ：ホームページ等で公募 

（３）提案書を提出した事業者数 ：５事業者 

（４）提案書の提出のあった５事業者と個別対話を行った結果、以下のような

意見がありました。 

 【５事業者共通】 

  ・参入には興味があるが、応募は業務に見合う指定管理料の水準で判断す

る 

  

【個別意見】 

・受託可能な規模としては、最低 1,000 戸以上が必要である。 

・参入にあたり、10,000 戸規模を受託するより、まずは 2,000〜3,000 戸

程度の小規模な地区で管理実績を作り、段階的にエリアを拡大していく

方がよい。 

・特定の行政区や団地に絞って試験的に導入する方が参入しやすい。小規

模な範囲から始めることで、民間事業者が公営住宅特有のルールに慣

れ、効果的な運営手法を確立できる。 

・空き住戸対策として、まずは試験的に大規模団地からリノベーションを

実施することを提案する。効率的に行い、建物の価値、機能性の向上を

図り、入居率を改善することは民間事業者が長けている。 

 

３ 今後の対応 

 サウンディング調査により、民間事業者には参入の意向があるものの、管理

戸数等の検討が必要であることが分かりました。 

いただいた意見を参考に、さらなる検討を行います。 


